





























































































































































ｍの円筒形容器に ??ｍｌの培地（水 ??ｍｌに堆積物 ???ｇ乾燥重量で含む）を入れた。こ



































を明るい条件下（ ?日 ??時間 ?????～ ????ルックス）に出せば生き続けることがわかった。
上記密閉状態で ????～ ????ルックスの光が当たり ??～ ??℃の環境条件下では２ヶ月位の期
間ミジンコとイトミミズが生き続けた。
【００１６】
　この培養系を種々の条件下で観察すると、沈殿物の上の水層が１ｃｍくらいであれば ??
??ルックス以下でも生物が生存可能であるがミジンコの数が徐々に少なくなる傾向がある
。一方で、 が１０ｃｍ位あると温室の天然光でミジンコの数が維持され
る。温室内が直射日光で高温にならなければ、 ?????ルックス以上で生存可能である。沈
殿物を増量するとさらに効果があり、室温変動幅１５℃から３０℃、且つ昼間の天然光が
?????～ ?????ルックスの照度の環境において、８ヶ月位の期間はミジンコとイトミミズが
生き続けた。
【産業上の利用可能性】
【００１７】
　上に述べたように本発明は実際の環境を模擬した小規模生物群集をミジンコとイトミミ
ズを用いて作ったものである。これらの生物が容器中で世代交代をするために各種負荷に
対するその後の変化を継続して観察することが可能である。従来の技術では負荷による生
物の死亡率を影響の指標にしてきたが本発明は死亡率のほかに世代交代に及ぼす影響や物
質の挙動、化学変化、生物群集の回復過程などを知るために応用する事ができる。
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実施例３
培養系の培養条件の検討
このように
沈殿物の上の水層
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